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　南極氷床の過去の変動記録は､今後劇的に変化するかもしれない東南極氷床融解の将来予測のためにも重要で

ある｡東南極宗谷海岸南部では宇宙線生成核種を用いた表面露出年代測定法に基づく氷床後退年代が示されてい

るが､地形学的な記載に乏しく､氷床の最大拡大期や後退のスピードといった時空間的な氷床変動の復元に

至っていない｡従って､スポット的な氷床後退年代と共に､基盤の風化状態などの地形学的特徴から氷床変動の同

時間面を推定し､より詳細かつ広範囲な氷床変動を復元することが重要である｡そこで本研究では､宗谷海岸北部

(West Ongul島) と南部 (Telen) において､Unmanned aerial vehicle (UAV) による空撮とStructure from

Motion (SfM) 技術により取得した数値標高モデル (DEM) を用いて,基盤岩の風化状態の評価を試みた｡また､空

撮地域内において岩質がほぼ同等だと確認された地点で表層の岩石を採取し､ｴｺｰﾁｯﾌﾟ硬さ試験機を用いて深さ

方向(表層から5 cmまで)の岩石の反発強度を調べた｡これらの現地調査は､第57次南極地域観測隊 (2015年

12月から2016年2月) の一環として実施した｡ 

　West Ongul島とTelenのUAV-SfM解析領域内における地形的特徴を抽出するため､全体の傾斜を補正後の

DEMに対して周波数解析を行い､5.0 m､1.0 m､0.2 mのハイパスフィルターを掛けることにより各周波数成分

の抽出を行った｡その結果､低周波成分(5.0 mハイパス)は主に地質構造に起因する起伏を反映するのに対し､高

周波成分(0.2 mハイパス)はTelenにおいてやや卓越し,とくに地形の急傾斜に対応することが分かった｡また､約

5 cmﾒｯｼｭにおける傾斜のﾋｽﾄｸﾞﾗﾑからも､Telenには40以上の傾斜をもつ区画が多いことが明らかになった｡こ

のことは､Telenにおける高周波成分の卓越が､地形の遷急線にあたる地形の角が保存されていることを示して

いる可能性がある｡一方､West Ongul島では風化の影響で地形的に角張った部分が削剥されてしまったと考えら

れる｡また､両地域のｴｺｰﾁｯﾌﾟによる反発強度(L値)を比較するとTelenのL値はWest Ongul島と比較して約1.2倍

大きかった｡さらに両地域とも深度が増すにつれ､L値が大きくなる傾向がある｡このことは､West Ongul島の表

層で物理的強度が減少していることを示しており､表層の風化による影響を強く示唆する｡つまり反発強度の結

果はUAV-SfMで得られた地形の特徴と整合的な結果といえる｡以上のことから､今回得られた宗谷海岸北部と南

部の地形情報の違いは氷床後退時期の違いに起因しており､West Ongul島がTelenに比べてより強く風化の影

響を受けていることを示していると考えられる｡しかし､今回の解析では地形の起伏には岩質の違いや地層の傾

き､氷河底での環境など様々な要因をまだ充分に検討出来ておらず､今後の研究課題である｡
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